
ＡＱＵＡ
５月号

2026 MAY No.401
一般社団法人ＢＭＷ技術協会 機関紙

第 35 回ＢＭＷ技術全国交流会に向け
第 1 回実行委員会（キックオフミーティング）開催

夫婦岩／岡山県高梁市

◎
全
国
交
流
会
へ
の
道
①

認
し
ま
し
た
。

◎
協
議
事
項

（
１
）
実
行
委
員
長
と
副
実
行
委
員
長
の

　

選
任

　

実
行
委
員
長
に
は
三
美
産
業
の
妹
尾

芳
訓
代
表
取
締
役
、
副
実
行
委
員
長
に

は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
か
や
ま
の
安
場

美
須
寿
理
事
長
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
他

の
実
行
委
員
と
事
務
局
の
確
認
を
行
な

い
ま
し
た
。

■
実
行
委
員
長

　

株
式
会
社
三
美
産
業　

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

妹
尾
芳
訓

■
副
実
行
委
員
長　

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
か
や
ま

　
　
　
　
　

理
事
長　

安
場
美
須
寿

（
２
）
全
国
交
流
会
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

　

全
国
交
流
会
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
た

め
の
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

全
国
交
流
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、
テ
ー

マ
は
と
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
の
循
環
の
イ
メ
ー
ジ
や
こ
れ
ま

で
の
全
国
交
流
会
テ
ー
マ
を
基
に
、
沢

山
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
第
２８
回
（
熊
本
大
会
）
の
「
が

ま
だ
せ
」、第
３３
回（
秋
田
大
会
）で「
け
っ

ぱ
れ
」
な
ど
、
開
催
地
な
ら
で
は
の
方

言
が
使
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
岡
山
弁

を
使
っ
た
提
案
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基

に
次
回
５
月
の
実
行
委
員
会
ま
で
に
、

三
美
産
業
と
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
か
や

ま
が
テ
ー
マ
を
い
く
つ
か
提
案
す
る
こ

と
に
な
り
、
６
月
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

総
会
ま
で
に
決
定
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

て
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
か
や
ま
が
中
心

と
な
り
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
消
費
者
、

生
活
者
か
ら
の
視
点
で
全
国
交
流
会
の

準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
特
徴
的
で

す
。

・
三
美
産
業
（
３
名
）

・
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
か
や
ま
（
１５
名
）

・
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合
会
（
２
名
）

・
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
（
４
名
）

・
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
（
３
名
）

◎
報
告
事
項

（
１
）
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
に
つ
い
て

　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局
の
秋
山
よ

り
、
岡
山
県
で
全
国
交
流
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
至
っ
た
経
緯
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術

全
国
交
流
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
実
行

委
員
会
の
役
割
な
ど
の
説
明
を
行
な
い

ま
し
た
。

（
２
）
第
３５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会

　

の
開
催
概
要
（
案
）
に
つ
い
て

　

す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
日
程
と
会
場

を
含
め
た
開
催
概
要
（
案
）
の
報
告
を

行
な
い
ま
し
た
。

＊
開
催
概
要
（
案
）
は
後
述

　

全
国
交
流
会
の
内
容
や
オ
プ
シ
ョ
ン

視
察
に
つ
い
て
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
詳
細

を
含
め
、
引
き
続
き
実
行
委
員
会
で
検

討
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は
７
月
ま
で

に
決
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岡
山
県
内
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
産
直
生
産
者
（
稲
作
・
野
菜
・
果
樹
）

に
事
前
学
習
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
視
察
先
の
候
補
と
し
て
加
わ
っ

て
い
た
だ
け
る
か
、
他
の
視
察
先
の
検

討
を
含
め
て
協
議
し
て
い
く
こ
と
を
確

　

４
月
１６
日
（
木
）、
岡
山
県
岡
山
市
の

岡
山
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、「
第
３５
回
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
」
の
開
催
に
向
け
、

第
１
回
実
行
委
員
会
（
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
）
が
開
催
さ
れ
、
２７
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
出
席
者
自
己
紹

介
か
ら
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
の
説

明
、
開
催
概
要
案
の
報
告
と
、
全
国
交

流
会
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
た
め
の
意
見

交
換
等
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

◎
出
席
者
の
自
己
紹
介

　

は
じ
め
に
団
体
ご
と
に
出
席
者
全
員

が
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流

会
は
農
業
生
産
者
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
回
は
一
般
廃
棄
物
処
理
を
本
業
に
岡

山
県
内
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
プ
ラ
ン
ト
の
管

理
と
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
普

及
を
行
な
っ
て
い
る
三
美
産
業
、
そ
し
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岡山国際ホテルで開催された第１回実行委員会
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開
催
概
要
（
案
）

◎
１１
月
２５
日
（
水
）
１３
時
３０
分
～

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
／
基
調
報
告
／
基
調
講
演

　

開
催
地
事
例
報
告
等
／
総
括
／
懇
親
会

◎
１１
月
２６
日
（
木
）
９
時
～
１２
時

　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
に
関
す
る
実
験
・
事
例
報
告　

　

そ
の
他
の
事
例
報
告
等

　

※
午
後
か
ら
オ
プ
シ
ョ
ン
視
察

◎
会
場
：
岡
山
国
際
ホ
テ
ル　
　

　
　
　
　

※
岡
山
県
岡
山
市
中
区
門
田
本
町　

◎
オ
プ
シ
ョ
ン
視
察
（
バ
ス
利
用
・
車
中
弁
当
）

　

①
岡
山
Ｂ
Ｍ
コ
ー
ス

　
　

き
じ
ま
る
堆
肥
セ
ン
タ
ー
（
有
機
堆
肥
製

　

造
）
と
三
美
産
業
が
管
理
す
る
生
物
活
性
水

　

プ
ラ
ン
ト
（
高
梁
市
）、
食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー

　

の
Ｂ
Ｍ
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト(

井
原
市
）、
奥

　

地
先
生
に
よ
る
石
灰
岩
の
露
頭
（
高
梁
市
）

　

②
真
庭
市
バ
イ
オ
マ
ス
コ
ー
ス

　
　

真
庭
市
は
、
地
域
資
源
で
あ
る
森
林
と
生

　

ゴ
ミ
を
活
用
し
、
持
続
可
能
な
資
源
循
環
型

　

の
産
業
と
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く
『
バ
イ

　

オ
マ
ス
産
業
杜
市
』。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
（
発

　

電
）
と
生
ゴ
ミ
バ
イ
オ
マ
ス
（
ガ
ス
・
液
肥
）

　

施
設
の
視
察

　

③
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
か
や
ま
関
連
コ
ー
ス

　

＊
バ
ス
は
最
終
的
に
、
岡
山
空
港
→
岡
山
駅

　
　

→
岡
山
国
際
ホ
テ
ル
へ

　

＊
視
察
を
終
え
て
か
ら
地
元
に
帰
れ
な
い
参

　
　

加
者
向
け
の
ワ
ン
モ
ア
企
画
（
２６
日
の
宿

　
　

泊
と
懇
親
会
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
案
内
と
参
加
申
込
書
は
、
７
月

下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
会

員
及
び
関
係
者
の
皆
様
へ
発
送
予
定
で
す
。

 

第 

３５ 

回 

Ｂ 

Ｍ 

Ｗ 

技 

術 

全 

国 

交 

流 

会 

へ 

の 

道　

① 

◎
提
案
の
あ
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

【
環
境
、
水
、
命
】

・
岡
山
の
環
境
、
ゴ
ミ
か
ら
食
べ
物
を
作
る
、

　

生
ゴ
ミ
処
理
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

・
晴
れ
の
国
だ
け
ど
水
が
豊
富
（
岡
山
県
内
に

　

は
高
梁
川
、
吉
井
川
、
旭
川
の
３
つ
の
一
級

　

河
川
が
あ
る
）

・
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
や
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
大
切
に

　

し
て
い
る
「
循
環
」

・
命
を
つ
な
ぐ
水
の
大
切
さ
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題

　

な
ど
）、
豊
か
な
水
資
源
を
残
し
て
い
く

・
岡
山
の
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
未
来
に
継
承

　
（
つ
な
げ
て
）
し
て
い
く

・
命
を
つ
な
ぐ
循
環
を
つ
く
る

・
子
供
達
の
未
来
＝
人
と
時
間
の
循
環

・
岡
山
の
食
と
農
、
水
の
循
環

【
社
会
、
平
和
】

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
イ
ラ
ン
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
は

　

じ
め
戦
争
が
多
い
、
平
和
を
願
う

・
物
価
や
資
材
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
を
通
り

　

越
し
て
入
手
危
機

・
食
糧
が
な
く
な
っ
て
い
く
、「
飢
え
る
か
？

　

植
え
る
か
？
」

【
人
、
行
動
】

・
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
（
全
国
の
会

　

員
が
岡
山
に
集
ま
り
交
流
す
る
）、
人
の
輪

・
安
心
安
全
な
食
の
生
産
と
消
費

・
こ
こ
（
全
国
交
流
会
）
に
結
集
し
て
始
ま
る
、

　

未
来
に
つ
な
げ
る
行
動

・
思
い
は
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
実
践
に
結

　

び
つ
か
な
い
→
や
っ
て
み
よ
う
、
作
っ
て
み

　

よ
う

・
Ｂ
Ｍ
菌
体
で
の
生
ゴ
ミ
処
理
だ
け
で
は
な
く

　

→
家
庭
菜
園
で
の
活
用
、一
歩
進
ん
で
実
践
！

【
地
元
色
、
岡
山
弁
】

・
晴
れ
の
国
、
岡
山
／
桃
太
郎
／
水
の
物
語

・「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
お
え
ん
（
い
け
な
い
）
！
」

・「
ぼ
っ
け
ー
、
で
ー
れ
ー
、
も
ん
げ
ー
、（
す

　

ご
い
）
技
術
」

・「
め
ぐ
り
ょ
ん
じ
ゃ
ー
（
循
環
し
て
る
ん
だ
）」

・「
や
っ
て
み
ら
れ
、
今
せ
ら
れ
（
今
や
り
な

　

さ
い
）
！
」

（
３
）
次
回
の
実
行
委
員
会

　

日
時　

５
月
２２
日
（
金
）
１０
時
～
１２
時

　

会
場　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
か
や
ま
本
部

　　

以
上
で
第
１
回
実
行
委
員
会
は
終
了
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
た
め
の

意
見
交
換
、
提
案
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
２
月

２６
日
に
開
催
し
た
「
第
２５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎

セ
ミ
ナ
ー
」
の
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
議
論

さ
れ
た
、「
飢
え
る
か
？　

植
え
る
か
？
」、
こ

の
流
れ
を
受
け
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

　

基
礎
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
農
業
の
問
題
は
生
産

者
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
私
達
人
間
に
と
っ
て

の
命
を
つ
な
ぐ
「
食
」
の
問
題
で
あ
る
。
今
後
は

消
費
者
・
生
活
者
も
主
体
的
に
関
わ
り
、
自
給
の

形
を
個
人
、
そ
し
て
地
域
で
模
索
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
を
さ
ら
に
深
く
模
索
し
て
い
く
よ

う
な
全
国
交
流
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
予
感
を
、
こ
の
第
１
回
実
行
委
員
会
（
キ
ッ

ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
で
感
じ
ま
し
た
。
今

か
ら
開
催
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

（
報
告
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局　

秋
山
澄
兄
） 実行委員会前には会場見学が行なわれました

自己紹介をするグリーンコープおかやま
理事と組合員事務局の皆さん

妹尾芳訓実行委員長 (左 )と
安場美須寿副実行委員長
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千 

葉 

Ｂ 

Ｍ 

技 

術 

協 

会 

・ 

Ｂ 

Ｍ 

Ｗ 

技 

術 

基 

礎 

学 

習 
会 
報 

告

　

３
月
２６
日
（
木
）、
千
葉
Ｂ
Ｍ
技
術
協
会
は
パ

ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
船
橋
本
部
（
千
葉
県
船
橋
市
）

に
て
、「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
学
習
会
」
を
会
場
お

よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
し
、

計
１７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局
長
の
秋
山

澄
兄
氏
、
同
協
会
全
国
理
事
の
礒
田
有
治
氏
を

迎
え
、「
も
っ
と
身
近
に
Ｂ
（
バ
ク
テ
リ
ア
）
Ｍ

（
ミ
ネ
ラ
ル
）
Ｗ
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
）」
と
題
し
、

初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

学
習
会
は
２
部
制
と
し
、
１
部
目
は
礒
田
氏

よ
り「
現
代
人
は
慢
性
的
な
ミ
ネ
ラ
ル
不
足『
食
・

農
・
環
境
』
の
課
題
を
ミ
ネ
ラ
ル
の
視
点
か
ら

探
る
」
と
題
し
た
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
生
態
系
モ
デ
ル
を
起
点
に
、
ミ
ネ
ラ
ル

の
役
割
や
重
要
性
、
現
代
社
会
で
不
足
し
て
い

る
原
因
、
健
康
へ
の
影
響
、
そ
し
て
そ
の
改
善

策
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
の
要
因
と
し
て
「
食

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」「
農
」「
環
境
」
の
３
点

が
挙
げ
ら
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
決
し
て
他

人
事
で
は
な
い
切
実
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
全
な
農
産
物
を
育
む
た
め
に
は
、

健
全
な
土
壌
と
水
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
２
部
目
は
、
秋
山
氏
よ
り
「
～
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
を
通
し
て
自
然
循
環
を
学
ぼ
う
～
」
と
題

し
、
微
生
物
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
理
念

や
事
例
、
環
境
・
農
業
・
生
活
へ
の
応
用
に
つ

い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
を
導
入
し
て
い
る
パ
ル

シ
ス
テ
ム
の
産
直
産
地
は
数
多
く
、
そ
の
輪
は

国
境
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。
長
年
の
歩

み
を
経
て
、
耕
畜
連
携
の
重
要
性
が
広
く
理
解
・

定
着
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
内

容
で
し
た
。

　

ま
た
、
暮
ら
し
の
中
で
活
用
で
き
る
Ｂ
Ｍ
Ｗ

技
術
と
し
て
、
生
活
用
の
生
物
活
性
水
「
生
物

活
性
水
Ｂ
Ｍ
そ
ら
」
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
パ

ル
シ
ス
テ
ム
で
は
し
ば
ら
く
取
り
扱
い
が
休
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
企
画
再
開
に
向
け
て

調
整
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
。
再
販
を
待
ち
望

む
組
合
員
の
期
待
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
菜
園
や
ペ
ッ
ト
ケ
ア
、
消
臭
、
掃
除
な

ど
、
身
近
な
シ
ー
ン
で
の
活
用
方
法
が
紹
介
さ

れ
た
ほ
か
、
会
場
参
加
者
に
は
試
供
用
サ
ン
プ

ル
が
配
布
さ
れ
、
講
演
の
内
容
を
家
庭
で
実
践

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

〇
学
習
会
参
加
者
か
ら
の
感
想
及
び
ご
意
見

・
本
日
、
初
め
て
「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
」
と
い
う
言

　

葉
を
知
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
に
と
て

　

も
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

　

た
。
暮
ら
し
の
中
で
も
簡
単
に
活
用
で
き
る

　

と
知
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
使
っ
て
み
た
い
と
強

　

く
思
い
ま
し
た
。

・
野
菜
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
が
、
昔
よ

　

り
今
の
方
が
減
っ
て
い
る
と
聞
い
て
驚
き
ま

　

し
た
。

・「
健
全
な
土
壌
・
水
に
戻
す
た
め
の
取
り
組
み
」

　

や
「
自
然
界
に
学
ぶ
有
機
農
業
の
推
進
」
と

　

い
っ
た
難
し
い
課
題
は
、
す
べ
て
こ
れ
か
ら

　

優
先
的
に
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
、
あ
り
が

　

た
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

・
何
回
か
話
を
聞
く
う
ち
に
、
理
解
が
深
ま
っ

　

て
き
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、
身
近
な
ミ
ネ

　

ラ
ル
不
足
や
そ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
お
話

　

が
分
か
り
や
す
く
、「
だ
か
ら
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
な

　

の
だ
」
と
腑
に
落
ち
ま
し
た
。
自
然
の
循
環

　

を
再
現
す
る
こ
と
や
、
そ
こ
に
あ
る
菌
を
大

　

切
に
す
る
こ
と
な
ど
も
、
丁
寧
に
説
明
い
た

　

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
岩
石
、
海
水
、
人
体
、
血
液
の
ミ
ネ
ラ
ル
成

　

分
バ
ラ
ン
ス
が
近
似
し
て
い
る
と
知
り
、
人

　

が
自
然
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

　

ま
し
た
。
自
然
生
態
系
を
モ
デ
ル
と
し
た
Ｂ

　

Ｍ
Ｗ
技
術
に
つ
い
て
も
っ
と
多
く
の
方
に

　

知
っ
て
も
ら
い
、
自
然
か
ら
か
け
離
れ
た
現

　

代
社
会
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

　

い
ま
し
た
。

・
人
間
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
な
ミ
ネ
ラ
ル
が
、

　

食
生
活
の
変
化
や
土
壌
の
栄
養
減
少
に
よ
っ

　

て
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
事
実
に
気
づ

　

か
ず
生
活
し
て
い
た
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

（
報
告
：
千
葉
Ｂ
Ｍ
技
術
協
会
事
務
局 

鈴
木
善
成
）

◎
書
籍
の
ご
案
内

「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
糞
尿
・
廃
水
処
理
シ
ス
テ
ム
」

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
顧
問
の
長
崎
浩
氏
著
書

　

農
文
教
の
民
間
農
法
シ
リ
ー
ズ
か
ら
発
刊
さ
れ

て
い
る
、「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
糞
尿
・
廃
水
処
理
シ
ス
テ
ム
」。

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
・
匠
集
団
そ
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ョ
ッ
プ
で
ご
購
入
で
き
ま
す
。
Ｂ

Ｍ
Ｗ
技
術
の
バ
イ
ブ
ル
、
こ
の
機
会
に
是
非
、
お

求
め
下
さ
い
。

◆
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
上

　

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

　

利
用
に
な
れ
ま
す
。

パルシステム千葉 船橋本部での学習会

◎
千
葉
Ｂ
Ｍ
技
術
協
会
～
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
学
習
会
報
告

　
　
　

現
代
人
は
慢
性
的
な
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
！

　
　
　
　
　
　
　
『
食
・
農
・
環
境
』
の
課
題
を
ミ
ネ
ラ
ル
の
視
点
か
ら
探
る
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第 

２５ 

回 

Ｂ 

Ｍ 

Ｗ 

技 

術 

基 

礎 

セ 

ミ 

ナ 

ー

あ 

い 

コ 

ー 

プ 

農 

法 

研 

究 

会 

『 

資 

源 

循 

環 

型 

農 

業 

推 

進 

プ 

ロ 

ジ 

ェ 

ク 

ト 

』 

報 

告

◎
あ
い
コ
ー
プ
農
法
研
究
会
（
み
や
ぎ
Ｂ
Ｍ
技
術
協
会
）

『
資
源
循
環
型
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
第
２
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

４
月
３
日
（
金
）、
宮
城
県
仙
台
市
の
あ
い

コ
ー
プ
み
や
ぎ
に
て
、
あ
い
コ
ー
プ
農
法
研
究

会
（
み
や
ぎ
Ｂ
Ｍ
技
術
協
会
）
に
よ
る
。
あ
い

コ
ー
プ
資
源
循
環
型
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
２
期
の
ス
タ
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
資
源
循
環
型
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
有
機
栽
培
の
技
術
向
上
を
目
指
し
て

２
０
２
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
全
国
理
事
の
礒
田
有

治
氏
を
講
師
に
、
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
は
土
壌

と
有
機
栽
培
の
基
礎
的
な
学
習
か
ら
、
堆
肥
用

の
種
菌
づ
く
り
、
堆
肥
作
り
な
ど
の
実
践
を
交

え
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
で
３

年
間
（
第
１
期
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
え
、

今
年
か
ら
は
第
２
期
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
技
術
向
上
と
安
定
し
た
栽
培
と
収
量
の
向
上

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
生
物
活
性
水
に
つ
い
て
、
応
用
型
の

生
物
活
性
水
を
作
る
な
ど
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
そ
の
も

の
の
活
用
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

講
師
は
今
年
度
か
ら
も
礒
田
有
治
氏
に
お
願

い
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協

会
の
秋
山
事
務
局
長
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

◎
ス
タ
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
詳
細

１
．
昨
年
度
ま
で
の
成
果
と
課
題

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
、
大

郷
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
、
は
さ
ま
自
然
村
、

七
郷
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
、
秋
保
ゆ
う
き

の
会
の
自
家
製
堆
肥
の
分
析
を
行
な
い
、
礒
田

氏
が
評
価
を
行
な
い
ま
し
た
。
全
体
的
に
Ｃ
／

Ｎ
比
が
目
標
よ
り
低
く
、
炭
素
分
を
十
分
に
投

入
し
て
い
る
が
廃
菌
床
や
米
糠
な
ど
を
多
く
入

れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
窒
素
分
が
高
く
な
り
、

よ
っ
て
Ｃ
／
Ｎ
が
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
主
な
要
因
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
堆
肥
設
計
に
つ
い
て

　

２
０
１
０
年
に
行
な
わ
れ
た
、
千
葉
県
「
野

田
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
研
究
会
」

の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
、
主
な
堆
肥
原
料
の

成
分
（
窒
素
・
炭
素
な
ど
）
の
再
確
認
と
設
計

の
計
算
方
法
の
お
さ
ら
い
を
行
な
い
ま
し
た
。

①
堆
肥
設
計
の
見
直
し
→
当
初
設
計
は
、
炭
素

　

分
が
発
酵
に
よ
り
炭
酸
ガ
ス
で
放
出
さ
れ
る

　

分
を
考
慮
に
入
れ
て
、
設
計
す
る
。

②
発
酵
温
度
が
上
が
ら
な
く
な
っ
て
、
カ
ロ

　

リ
ー
が
足
り
な
い
場
合
は
、
米
ぬ
か
等
を
活

　

用
す
れ
ば
、Ｃ
／
Ｎ
比
の
低
下
を
抑
制
で
き
る
。

③
当
初
設
計
で
堆
肥
素
材
の
Ｃ
／
Ｎ
比
が
２０
～

　

２５
程
度
の
も
の
や
、
植
物
質
原
料
を
多
め
に

　

す
れ
ば
、
Ｃ
／
Ｎ
比
は
高
め
に
推
移
す
る
。

　
３
．
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
基
本
の
お
さ
ら
い
と
現
場

　
　

で
の
活
用
法

　

Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
基
礎
に
つ
い
て
、
Ｂ
（
バ
ク
テ

リ
ア
）、
Ｍ
（
ミ
ネ
ラ
ル
）、
Ｗ
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
）

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
関
係
性
に
つ
い
て
の
説
明
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
ミ
ネ
ラ
ル
の
と
こ
ろ
で

は
、
野
菜
の
ミ
ネ
ラ
ル
や
栄
養
価
の
低
下
を
例
に

取
り
上
げ
、
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
を
克
服
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
土
壌
に
お
い
て
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ

　

て
い
る
こ
と

②
微
生
物
量
が
豊
富
で
、
微
生
物
バ
ラ
ン
ス
が

　

整
っ
て
い
る
こ
と

③
有
機
物
量
が
豊
富
で
栄
養
成
分
が
充
分
に
あ

　

る
こ
と

④
団
粒
構
造
を
持
っ
た
土
で
あ
る
こ
と
（
土
が

　

柔
ら
か
く
、
排
水
性
が
良
く
、 

か
つ
保
水
力

　

や
保
肥
力
が
高
い
）

４
．
堆
肥
と
生
物
活
性
水
づ
く
り
の
目
的

　

堆
肥
や
生
物
活
性
水
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

何
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
活
用
す
る
の
か

目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
。
目
的
に
合

わ
せ
た
堆
肥
作
り
、
土
壌
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

①
土
壌
の
団
粒
構
造
の
向
上
、
作
物
の
病
害
抑
制

②
土
壌
害
虫
、
連
作
障
害
の
抑
制

③
作
物
の
品
質
や
食
味
を
向
上
さ
せ
る
な
ど

④
ｐ
Ｈ
の
調
整
な
ど

５
．
有
用
微
生
物
の
特
徴

　

茨
城
Ｂ
Ｍ
の
生
産
者
の
取
り
組
み
を
事
例
に
、

麹
菌
や
酵
母
菌
、
枯
草
菌
（
納
豆
菌
）、
放
線
菌

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
菌
の
特
性
と
活
用
方
法
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
身
近
に
あ
る
地
域
資
源
や
発
酵
食
品
残
渣
等

　

に
は
特
有
の
微
生
物
が
存
在
し
て
い
る

②
そ
れ
ら
微
生
物
の
特
徴
や
相
性
を
知
り
、
堆

　

肥
づ
く
り
や
生
物
活
性
水
づ
く
り
等
に
応
用

③
課
題
に
沿
っ
た
作
物
生
産
に
役
立
た
せ
る
こ

　

と
が
で
き
る
。

６
．
今
年
度
の
目
標
設
定

　

◎
堆
肥
設
計
の
見
直
し

　

◎
堆
肥
作
り
、
土
づ
く
り
の
目
的
を
明
確
に

　
　

す
る

　

◎
応
用
型
生
物
活
性
水
の
作
成
と
実
践
講
座

　
　

の
開
催

　

◎
７
月
を
目
処
に
第
２
回
学
習
会
を
開
催

　
（
報
告
：
み
や
ぎ
Ｂ
Ｍ
技
術
協
会 

会
長 

西
塚
忠
樹
）

講師の話を熱心に聞く参加者

会場全体
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Ｂ 

Ｍ 

ア 

ジ 

ア

プラントを導入する農場

が
加
わ
り
、
理
事
が
７
名
と
な
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
長
に
は
引
続
き
ビ
ビ
ア
ン
・
バ
ル
ガ
ス

氏
が
選
任
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
ビ
ア
ン

氏
は
養
豚
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
も
あ
り
、
Ｋ

Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
Ｋ
Ｆ
Ｒ
Ｃ

設
立
当
時
か
ら
運
営
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
Ｋ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
２
０
２
５

年
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
が
行
な
わ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
１１
月
に
台
風
が
直
撃
し
、
人
的

被
害
を
含
む
大
き
な
被
害
は
無
か
っ
た
も
の

の
、
植
え
た
ば
か
り
の
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ
ナ
ナ
が

数
百
本
倒
さ
れ
、
予
定
し
て
い
た
収
入
は
大
き

く
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
近
く
の
カ
ン
ラ
オ
ン
山
の
度
重
な
る

噴
火
に
よ
る
降
灰
の
影
響
で
、
野
菜
や
果
樹

の
栽
培
が
安
定
せ
ず
、
気
象
変
動
に
加
え
て

２
０
２
６
年
も
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
栽
培
を
行

な
っ
て
い
る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｋ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
で
研
修
を
終
え
た
卒
業
生
数

名
が
、
１１
月
の
台
風
で
家
や
家
畜
が
流
さ
れ
、
田

畑
が
水
没
す
る
な
ど
の
被
害
に
遭
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
か
ら
緊
急
支
援
を
受
け
る
な
ど
し
て

　

３
月
２
日
（
月
）
か
ら
５
日
（
木
）、
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
の
カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・

ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｋ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
）
を
訪
問
、

理
事
会
へ
の
出
席
と
プ
ラ
ン
ト
点
検
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

Ｋ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
５
ｈａ
に
広
が
る
農
場
で
、
養
豚

と
有
機
野
菜
の
生
産
を
中
心
と
し
た
循
環
型
農

業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
豚
舎
か
ら
出
る
糞
尿

排
水
を
元
に
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
と
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
の
複
合
設
備
を
構
築
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
給
と
堆
肥
・
肥
料
の
自
給
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
循
環
型
農
業
の
実
践
・
普
及
と

次
世
代
農
民
の
育
成
の
た
め
、
研
修
生
や
学
生

を
対
象
と
し
た
農
場
実
習
な
ど
の
取
り
組
み
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
理
事
会
は
年
２
回
開
催
さ
れ
、

日
本
人
２
名
を
含
む
６
名
の
理
事
と
Ｋ
Ｆ
Ｒ
Ｃ

の
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出

席
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
新
た
に
１
名
の
理
事

カ
ネ
シ
ゲ
フ
ァ
ー
ム
・

ル
ー
ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
）

復
興
を
目
指
し
て
い
る
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

理
事
会
後
は
、
第
１１
期
研
修
生
の
卒
業
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
６
月
末
か
ら

研
修
を
は
じ
め
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
用
し

な
い
野
菜
・
果
物
の
栽
培
や
養
豚
な
ど
、
循
環

型
農
業
の
知
識
や
技
術
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま

し
た
。
農
業
研
修
だ
け
で
は
な
く
、
料
理
や
洗

濯
な
ど
、
こ
れ
ま
で
親
に
任
せ
き
り
だ
っ
た

日
々
の
仕
事
も
自
分
た
ち
で
担
う
こ
と
で
、
自

立
し
た
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と

も
学
び
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
式
に
は
、
Ｋ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
ス
タ
ッ

フ
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
な
が
ら
涙
ぐ
む
研

修
生
も
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
旅
立
ち

に
向
け
て
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
農
場
長
の

カ
ル
ロ
ス
氏
か
ら
は
「
卒
業
で
終
わ
り
で
は
な

い
。
私
た
ち
は
家
族
だ
か
ら
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
連
絡
し
て
お
い
で
。
私
た

ち
に
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
は
何
で
も
す
る
か
ら
」

と
あ
た
た
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
研
修
生
た
ち
は
自
分
の
地
域
に

戻
り
、
Ｋ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
で
学
ん
だ
農
業
を
実
践
し
て

い
き
ま
す
。

（
報
告
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局 

秋
山
澄
兄
）

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
～
Ｎ
Ｖ
Ｓｰ

Ｇ
社

　
４
月
12
日
（
日
）
～
１４
日
（
火
）、
ベ
ト
ナ

ム
の
ハ
ノ
イ
に
あ
る
Ｎ
Ｖ
Ｓｰ

Ｇ
（
ニ
ッ
ポ
ン
・

ベ
ト
ナ
ム
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ルｰ

グ
リ
ー
ン
社
）

を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
社
は
岡
山
県
の
三
美
産

業
（
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
法
人
会
員
）
と
ベ
ト
ナ

ム
の
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
社
に
よ
る
合
弁
会
社
で
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
普
及
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
同
社
の
倉
庫
に
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン

ト
を
、
ま
た
近
隣
の
養
鶏
場
に
飲
水
改
善
プ
ラ

ン
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
回
は
プ
ラ
ン
ト
点

検
と
新
た
に
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
す

る
予
定
の
農
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
す
る
農
場
は
、
約

２０‌

ｈａ
の
土
地
を
政
府
か
ら
借
り
受
け
、
葉
野
菜

を
中
心
と
し
た
栽
培
と
堆
肥
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
し
、

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
や
パ
ク
チ
ー
な
ど
の
ベ
ト
ナ
ム

料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
ハ
ー
ブ
類
を
ス
ー
パ
ー

な
ど
に
卸
し
て
い
ま
す
。

　

生
物
活
性
水
の
主
な
目
的
は
堆
肥
作
り
と
の

こ
と
で
、
近
隣
の
養
鶏
場
か
ら
鶏
糞
を
手
に
入

れ
、
も
み
殻
や
米
糠
、
稲
藁
や
落
ち
葉
を
活
用

し
た
堆
肥
作
り
を
目
指
す
そ
う
で
す
。
プ
ラ
ン

ト
の
設
置
は
６
月
に
行
な
い
、
生
物
活
性
水
の

完
成
は
７
月
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
パ

ネ
ル
タ
ン
ク
を
使
用
、
１
槽
が
２
ｔ
×
５
槽
で

日
生
産
量
は
２
０
０
Ｌ
で
す
。
別
に
貯
留
槽
を

準
備
し
、
堆
肥
の
水
分
調
整
や
発
酵
促
進
に
活

用
す
る
ほ
か
、
潅
水
に
も
使
用
す
る
予
定
で
す
。

（
報
告
：
三
美
産
業　

井
上
正
樹
）

ＫＦＲＣの理事会

卒業証書を渡すビビアン氏（右）

３名の卒業生とＫＦＲＣスタッフ

新規プラントに使用するパネル水槽

フィリピン

ベトナム
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清水茂氏（清水養鶏場の生物活性水プラント）

　

生
物
活
性
水
の
活
用
に
よ
っ
て
、
ハ
エ
の
発

生
を
ど
こ
ま
で
抑
制
し
、
よ
り
快
適
な
作
業
環

境
を
維
持
で
き
る
か
。
清
水
さ
ん
も
そ
の
効
果

を
非
常
に
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら　

遠
藤
尚
志
）

　

◎
高
知
県
内
の
プ
ラ
ン
ト
点
検

○
高
知
県
立
高
知
農
業
高
校
畜
産
総
合
科

　

３
月
２６
日
（
木
）、
高
知
県
南
国
市
に
あ
る
高

知
県
立
高
知
農
業
高
校
畜
産
総
合
科
で
生
物
活

性
水
プ
ラ
ン
ト
の
定
期
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
ト
は
畜
舎
の
横
に
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の
受

水
槽
４
槽
を
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

定
期
点
検
は
、
リ
ア
ク
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
充

填
材
の
交
換
、
有
機
物
抽
出
用
の
堆
肥
の
交
換
、

各
槽
の
計
測
と
調
整
で
す
。

　

生
物
活
性
水
の
Ｅ
Ｃ
（
電
気
伝
導
率
）
は
、０
．

３
ｍＳ
／
ｃｍ
、
ｐ
Ｈ
７
．

４
、
亜
硝
酸
態
窒
素
は
検

出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｅ
Ｃ
が
前
回
よ
り
か
な

り
低
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
定
期
的
な
堆
肥
の

交
換
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　　

◎
清
水
養
鶏
場
（
静
岡
県
静
岡
市
）

　

３
月
２６
日
（
木
）、
昨
年
８
月
に
「
生
物
活
性

水
」
と
「
飲
水
改
善
プ
ラ
ン
ト
」
を
導
入
し
た
、

静
岡
県
静
岡
市
の
清
水
養
鶏
場
に
て
プ
ラ
ン
ト

点
検
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

清
水
養
鶏
場
で
は
、
飲
水
改
善
に
加
え
、
昨

年
１２
月
か
ら
は
生
物
活
性
水
を
飲
水
に
１
０
０

倍
に
希
釈
し
て
添
加
。
鶏
た
ち
の
腸
内
フ
ロ
ー

ラ
を
整
え
、
内
側
か
ら
健
康
な
飼
育
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
生
物
活
性
水
は
、
鶏
糞
堆
肥
を

作
る
際
に
も
散
布
さ
れ
、
発
酵
促
進
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
点
検
で
伺
っ
た
お
話
の
中
で
、
特
に

印
象
的
だ
っ
た
の
が
「
臭
い
」
の
変
化
で
す
。

　

以
前
は
、
鶏
舎
か
ら
の
糞
出
し
作
業
を
し
た

日
に
帰
宅
す
る
と
、
ご
家
族
か
ら
服
の
臭
い
を

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、

最
近
で
は
「
気
づ
か
れ
な
く
な
っ
た
」
と
の
こ

と
。（
作
業
着
に
残
る
臭
い
が
そ
れ
だ
け
軽
減
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。）

　

畜
舎
に
は
、
酪
農
用
に
母
牛
が
７
頭
、
子
牛

が
２
頭
。
養
豚
用
は
、
雄
豚
１
頭
、
母
豚
３
頭
、

仔
豚
９
頭
。
採
卵
鶏
（
土
佐
ジ
ロ
ー
）
と
し
て

５０
羽
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
畜
舎
か
ら

出
て
く
る
畜
糞
は
、
攪
拌
堆
肥
舎
で
堆
肥
に
し

て
、
畜
産
総
合
科
の
牧
草
地
へ
還
元
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

生
物
活
性
水
は
臭
い
の
抑
制
を
主
な
目
的

に
、
堆
肥
づ
く
り
や
畜
舎
内
の
清
掃
時
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
四
万
十
町
・
十
和
堆
肥
セ
ン
タ
ー

　

３
月
２７
日
（
金
）、
四
万
十
町
・
十
和
堆
肥
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
、
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
の
定

期
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
和
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
和
地
域
振
興

課
の
三
浦
さ
ん
、
日
常
管
理
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
宮
地
さ
ん
、
そ
し
て
今
回
か
ら
宮
地
さ

ん
の
後
を
引
き
継
ぐ
佐
藤
さ
ん
に
も
立
ち
会
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
に
充
填
材
の
交
換
方
法
、
堆
肥
の

交
換
、
エ
ア
ポ
ン
プ
の
点
検
方
法
な
ど
を
覚
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
物
活
性
水
の
Ｅ
Ｃ
は
、
１
．

３
３
ｍＳ
／
ｃｍ
、

ｐ
Ｈ
８
．

０
、
亜
硝
酸
態
窒
素
は
検
出
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
生
物
活
性
水
は
宮
地
さ
ん
は
菜
花
に
、

佐
藤
さ
ん
は
ニ
ラ
の
栽
培
に
使
っ
て
い
ま
す
。

○
夢
産
地
と
さ
や
ま
開
発
公
社

　
　
　
　
　

 

と
さ
や
ま
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

３
月
２７
日
（
金
）、
高
知
市
土
佐
山
の
夢
産
地

と
さ
や
ま
開
発
公
社
・
と
さ
や
ま
土
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
に
て
、
生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
の
点
検

を
し
ま
し
た
。
点
検
は
担
当
の
山
崎
博
さ
ん
と

一
緒
に
行
な
い
ま
し
た
。

　

生
物
活
性
水
プ
ラ
ン
ト
は
２
レ
ー
ン
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
５
ｔ
の
ホ
ー
ロ
ー
タ
ン
ク
×
５
槽
、

日
生
産
量
は
５
０
０
Ｌ
で
す
。
生
物
活
性
水
の

Ｅ
Ｃ
は
、
１
．

０
３
ｍＳ
／
ｃｍ
、
ｐ
Ｈ
８
．

２
、
亜

硝
酸
態
窒
素
は
検
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
物

活
性
水
は
、
有
機
堆
肥
「
Ｂ
Ｍ
と
さ
や
ま
モ
コ

モ
コ
」
の
製
造
（
臭
気
抑
制
、
発
酵
促
進
）
と

有
機
野
菜
の
栽
培
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
報
告
：
匠
集
団
そ
ら　

星
加
浩
二
）

高知農業高校の生物活性水プラント

高知農業高校の酪農牛舎（母牛は７頭）

左から三浦さん、宮地さん、佐藤さん

山崎さん（とさやま土づくりセンター）
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◎
セ
イ
キ
環
境
管
理
（
千
葉
県
柏
市
）

　

４
月
７
日
（
火
）、
千
葉
県
柏
市
の
セ
イ
キ
環

境
管
理
に
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
・
生
物
活
性
水
プ

ラ
ン
ト
の
定
期
点
検
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
点
検
で
は
シ
ス
テ
ム
全
体
の
順
調
な

稼
働
を
確
認
し
、
併
せ
て
半
年
に
一
度
の
リ
ア

ク
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
充
填
材
交
換
作
業
を
行
な

い
ま
し
た
。
生
物
活
性
水
の
Ｅ
Ｃ
は
０
．

７
３
ｍＳ

／
ｃｍ
、
ｐ
Ｈ
７
．

８
と
、
良
好
な
状
態
で
し
た
。

　

セ
イ
キ
環
境
管
理
の
生
物
活
性
水
は
、
主
に

食
品
加
工
工
場
の
排
水
処
理
施
設
に
て
点
滴
投

入
さ
れ
活
用
し
て
い
ま
す
。
セ
イ
キ
環
境
管
理

の
技
術
責
任
者
で
あ
る
星
野
浩
士
さ
ん
か
ら

は
、「
特
に
油
脂
類
の
分
解
能
力
や
臭
い
を
抑

え
る
効
果
に
定
評
が
あ
り
、
負
荷
の
高
い
排
水

を
安
定
処
理
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

生
物
活
性
水
を
安
定
し
て
供
給
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
も
定
期
的
な
点
検
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。（

報
告
：
匠
集
団
そ
ら　

遠
藤
尚
志
）

 

協
会
・
地
方
協
会
等
の
情
報

 

◎
や
ま
な
し
自
然
塾

　

４
月
２
日
（
木
）、
山
梨
県

笛
吹
市
の
ホ
テ
ル
や
ま
な
み

に
て
、
や
ま
な
し
自
然
塾
の

◎
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任
理
事
会

　

４
月
９
日
（
木
）、
東
京
都
新
宿
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ

飯
田
橋
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術

協
会
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
１０
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

常
任
理
事
会
の
主
な
議
題
は
２
０
２
５
年

度
（
第
１５
期
）
の
活
動
報
告
と
決
算
報
告
、

２
０
２
６
年
度
（
第
１６
期
）
の
活
動
方
針
・
活

動
計
画
と
予
算
案
で
し
た
。
２
０
２
６
年
度
の

主
な
活
動
計
画
と
し
て
、
８
月
３
日
か
ら
４
日

ま
で
米
沢
郷
牧
場
グ
ル
ー
プ
で
開
催
さ
れ
る
、

「
第
２６
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」、
１１
月

に
開
催
さ
れ
る
、「
第
３５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交

流
会
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
交
流
会
の
発
表
に
向
け
た
若
手

３
名
の
生
産
者
の
実
験
サ
ポ
ー
ト
や
、
奥
地
拓

生
氏
に
よ
る
「
水
」
に
関
す
る
講
座
の
開
催
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
第
１５
回
定
時
総
会
は
６
月
２５

日
（
木
）

１５
時
半
か
ら
、
千
代
田
区
神
田
神
保

町
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
九
段
下
神
保
町
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

 

◎
匠
集
団
そ
ら  

第
３３
回
定
時
株
主
総
会

　

４
月
９
日
（
木
）、
東
京
都
新
宿
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ

飯
田
橋
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
、
匠
集
団
そ
ら
・
第

３３
回
定
時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
株
主
１６
名
が
出

席
（
委
任
状
含
め
４３
名
の
出
席
と
出
席
株
数

１
１
４
７
株
を
確
認
）。
第
１
号
議
案
（
第
３３
期

決
算
・
監
査
報
告
）、
第
２
号
議
案
（
第
３４
期
事

業
計
画
と
予
算
案
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局 
秋
山
澄
兄
）

２
０
２
５
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出

席
者
は
約
３０
名
。

　

総
会
で
は
２
０
２
５
年
度
の
活
動
と
会
計
監

査
報
告
、
２
０
２
６
年
度
の
活
動
計
画
と
予
算

案
、
会
計
監
査
人
の
選
任
の
３
つ
の
議
事
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
計
画
で
は
、
今
年
の
１１
月
に
開
催
す
る

第
３５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
へ
の
参
加
も

盛
り
込
ま
れ
、
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、「
初
め
て

の
岡
山
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
初
参
加
の
メ
ン
バ
ー
（
甲
州
市
の

ぶ
ど
う
農
家
）
の
紹
介
が
あ
り
、
生
産
者
の
高

齢
化
が
進
む
一
方
で
、
少
し
ず
つ
で
す
が
新
規

就
農
の
若
手
が
増
え
て
も
い
ま
す
。

セイキ環境管理の生物活性水プラント

やまなし自然塾の総会

◎
第
２６
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

  

開
催
の
お
知
ら
せ

　

８
月
３
日
（
月
）
～
４
日
（
火
）
の
２
日
間
、

山
形
県
の
米
沢
郷
牧
場
グ
ル
ー
プ
に
て
「
第
２６

回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

地
域
資
源
循
環
型
農
業
と
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
の
パ

イ
オ
ニ
ア
、
米
沢
郷
牧
場
グ
ル
ー
プ
に
て
Ｂ
Ｍ

Ｗ
技
術
施
設
を
は
じ
め
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
、
飼

料
工
場
、
養
鶏
場
、
果
樹
と
稲
作
生
産
者
の
圃

場
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
赤
と
ん
ぼ
の
精

米
施
設
な
ど
の
視
察
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
よ
り
新
た
に
始
ま
っ
た
、
地
域

の
酪
農
生
産
者
と
の
有
畜
複
合
（
堆
肥
製
造
）

の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
現
在
の
米
沢
郷
牧
場

グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

今
回
の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
は
１
泊
２
日
で
開
催

し
ま
す
が
、
１
日
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

懇
親
会
等
で
は
交
流
も
深
め
、
生
産
技
術
な
ど

の
情
報
交
換
も
多
く
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
を
逃
さ
ず
に
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　

な
お
、
開
催
案
内
は
５
月
の
連
休
明
に
、
Ｂ

Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
会
員
及
び
関
係
者
の
皆
様
に

メ
ー
ル
と
郵
送
で
発
送
い
た
し
ま
す
。

米沢郷の堆肥センター

高畠石（凝灰岩）
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発
行  

一
般
社
団
法
人
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会

Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
5
月
号

通
巻

号

【
４
月
の
活
動
】

２
日　

山
梨
県
笛
吹
市
で
開
催
さ
れ
た
、
や
ま
な

　

し
自
然
塾
の
総
会
に
出
席

３
日　

宮
城
県
仙
台
市
の
あ
い
コ
ー
プ
み
や
ぎ
で

　

開
催
さ
れ
た
、
あ
い
コ
ー
プ
農
法
研
究
会
「
資

　

源
循
環
型
農
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
Ｂ
Ｍ
学

　

習
会
」
に
参
加

７
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
若
手

　

幹
事
会
を
開
催

９
日　

東
京
都
千
代
田
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
飯
田
橋
ビ
ジ

　

ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
常
任

　

理
事
会
と
匠
集
団
そ
ら
第
３３
回
定
時
株
主
総
会

　

を
開
催

１０
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム
に
て

　

定
例
建
設
会
議
に
出
席

１２
～
１４
日　

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
市
の
Ｎ
Ｖ
Ｓｰ

Ｇ

　

社
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検
。
新
た
な
プ
ラ
ン
ト
導

　

入
に
向
け
た
現
地
調
査
な
ど

１６
日　

岡
山
県
岡
山
市
の
岡
山
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、

　
「
第
３５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
」
第
１
回
実

　

行
委
員
会
（
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
に

　

出
席

１７
日　

山
口
県
柳
井
市
の
河
村
農
園
に
て
プ
ラ
ン

　

ト
巡
回

２３
日　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
連

　

合
会
・
岩
槻
セ
ン
タ
ー
、
飯
能
市
の
生
活
ク
ラ

　

ブ
た
ま
ご
・
飯
能
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
に
て
プ
ラ
ン

　

ト
点
検

２５
日　

福
島
県
福
島
市
で
開
催
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン

　

コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
５
周
年
感
謝
祭
に
参
加

２６
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
理
事
会
に
出
席

２７
日　

福
岡
県
福
岡
市
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
連
合

　

会
本
部
で
開
催
さ
れ
た
西
日
本
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
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事 

務 

局 

だ 

よ 

り 

／ 

薬 

膳

　

会
役
員
会
に
出
席

３０
日　

福
島
県
二
本
松
市
の
Ｓ
ｕ
ｎ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
に

　

て
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
学
習
会
～
堆
肥
づ
く
り
の
基
礎

　

を
開
催

【
５
月
の
予
定
】

１
日　

茨
城
県
内
の
Ｂ
Ｍ
プ
ラ
ン
ト
巡
回

７
～
９
日　

秋
田
県
北
秋
田
市
と
小
坂
町
の
ポ
ー

　

ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

１３
～
１８
日　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
と
ス
ラ

　

ウ
ェ
シ
島
の
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
社
に
て
プ
ラ
ン
ト
点
検

１４
～
１６
日　

北
海
道
・
根
釧
地
域
に
て
根
釧
み
ど

　

り
の
会
の
プ
ラ
ン
ト
点
検
（
４
カ
所
）　

２２
日　

岡
山
県
岡
山
市
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
お
か

　

や
ま
本
部
に
て
開
催
さ
れ
る
、
第
３５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ

　

技
術
全
国
交
流
会
の
開
催
に
向
け
た
、
第
２
回

　

実
行
委
員
会
に
出
席

２４
～
３０
日　

大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
渓
フ
ァ
ー
ム

　

に
て
プ
ラ
ン
ト
設
置
工
事

A
C
T
IV
IT
Y
&
P
L
A
N
S

事
務
局
だ
よ
り 

2026年
4月
APRIL
Ｉ

2026年
5月
MAY

Bacteria
Mineral
Water

ＢＭＷ
技術協会
＆

匠集団そら

■
事
務
局
長
の
呟
き

　

第
３５
回
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
全
国
交
流
会
の
開
催
に
向
け

て
、
実
行
委
員
会
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
今
年
度
も
始
ま
っ
た

と
い
う
実
感
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。

　

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
「
推
し
活
」
し

て
い
ま
す
か
？
。
先
日
の
全
国
交
流
会
実
行
委
員
会

の
懇
親
会
で
話
題
に
な
り
、
皆
さ
ん
「
推
し
」
を
お

持
ち
の
よ
う
で
し
た
。
私
の
「
推
し
」
は
と
聞
か
れ

ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
は
思
い
つ
か
ず
、
少
し
考
え
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、「
岩
石
・
特
に
花
崗
岩
」
と
い

う
回
答
に
至
っ
た
の
で
す
が
、
微
妙
な
空
気
を
漂
わ

せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
、「
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技

術
推
し
」
で
お
願
い
し
ま
す
。
今
月
は
以
上
で
す
。

 　　薬 

膳 

の 

話  　

   

～ 

ぜ
ん
ま
い 

～

　

今
年
の
５
月
５
日
は
「
立
夏
」
で
す
。
暦
の
上
で

の
秋
が
来
る
８
月
７
日
の
「
立
秋
」
ま
で
の
約
３
ヶ

月
間
は
、
夏
の
養
生
で
す
。
と
は
言
い
ま
す
が
、
最

近
の
日
本
の
夏
は
立
秋
か
ら
更
に
暑
く
な
り
ま
す
。

暑
さ
の
続
く
間
は
夏
の
養
生
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

夏
は
、
１
年
の
内
で
陽
気
が
一
番
強
く
、
暑
さ

で
心
臓
に
負
担
が
か
か
る
た
め
、
心
臓
に
熱
が
こ

も
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
真
夏
に
汗
で
老
廃
物

や
毒
素
を
出
せ
る
よ
う
に
、５
月
ご
ろ
か
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
適
度
な
運
動
で
身
体
を
動
か
し
、
発
汗

し
や
す
い
身
体
を
作
り
ま
す
。
高
温
の
屋
外
で
の

運
動
は
身
体
に
悪
い
の
で
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
山
菜
で
す
。
こ
の
時
期
は
下
茹
で
し
て
、

あ
く
を
抜
い
た
も
の
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
年

を
通
し
て
水
煮
を
パ
ッ
ク
詰
め
に
し
た
も
の
や
、

乾
燥
し
た
も
の
が
手
に
入
り
ま
す
。
国
産
と
中
国

産
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ラ
ビ
と
の
違
い
は
質
感
で
す
。
ゼ
ン
マ
イ
の

若
芽
は
綿
の
よ
う
な
産
毛
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ワ
ラ
ビ
は
つ
る
っ
と
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ン
マ
イ
の
綿

は
、集
め
て
糸
に
紡
ぎ
、織
物
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

　

四
気
は
「
微
寒
」、
五
味
は
「
甘
、
微
苦
」、
帰

経
は
「
肝
臓
、
大
腸
」
で
す
。 

身
体
の
熱
や
血
の

熱
を
取
る
性
質
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
冬
の
間

に
た
め
込
ん
だ
熱
や
毒
素
を
取
り
除
き
ま
す
。
こ

れ
は
山
菜
に
共
通
し
た
特
徴
で
す
。

　

昔
か
ら
春
に
は
山
菜
を
食
べ
て
、
重
く
な
っ
た

身
体
を
す
っ
き
り
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
熱
を
冷
ま

し
て
血
を
止
め
る
「
清
熱
止
血
」
の
働
き
も
あ
り
、

鼻
血
や
子
宮
出
血
な
ど
の
出
血
性
の
症
状
に
用
い

ら
れ
ま
す
。
寄
生
虫
の
駆
除
や
、
熱
に
よ
る
下
痢

を
抑
え
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

●
ナ
ム
ル

・
水
煮
の
ゼ
ン
マ
イ
は
、
さ
っ
と
茹
で
て
か
ら
食

　

べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、水
気
を
切
っ
て
お
く
。

・
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
、
ね
ぎ
の
小
口
切
り

　

と
ニ
ン
ニ
ク
の
ス
ラ
イ
ス
を
炒
め
る
。

・
ゼ
ン
マ
イ
と
砂
糖
小
さ
じ
１
／
２
を
加
え
て
炒

　

り
付
け
る
。
焦
げ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、酒（
大
１
）、

　

醤
油
（
大
１
）、
水
（
大
１
）
を
加
え
炒
め
煮
に

　

す
る
。

・
水
気
が
飛
ん
だ
ら
、
ゴ
マ
油
少
々
、
白
ご
ま
を

　

加
え
る
。

◎
Ｂ
Ｍ
Ｗ
技
術
協
会
事
務
局　

佐
々
木
エ
リ
カ

　

北
京
中
医
薬
大
学
日
本
校
薬
膳
養
成
学
科
卒
業

　

中
医
薬
膳
士
、
総
合
漢
方
研
究
会
会
員
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